◎白隠禅師（1685 - 1769）の言葉　　　2018年12月　　　天正寺　佐々木奘堂

○「遠 (お)羅 (ら)天 (で)釜 (がま)　巻 (かん)之 (の)上 (じょう)」（1748年）
１．総 (そう)じて一 (いっ)切 (さい)の修 (しゅ)行 (ぎょう)者 (しゃ)精 (しょう)進 (じん)工 (く)夫 (ふう)の間 (あいだ)に於 (おい)て心 (こころ)掛 (がけ)悪 (あ)しく侍 (はべ)れば、動 (どう)静 (じょう)の二 (に)境 (きょう)に障 (さ)えられ、昏 (こん)散 (さん)の二 (に)辺 (へん)に隔 (へだ)てられ、心 (しん)火 (か)逆 (ぎゃく)上 (じょう)し、肺 (はい)金 (きん)痛 (いた)み悴 (やつれ)、元 (げん)気 (き)虚 (きょ)損 (そん)して、難 (なん)治 (ち)の病 (びょう)症 (しょう)を発 (はっ)するも間 (ま)々 (ま)多 (おお)き事 (こと)に侍 (はべ)り。（189頁）　　肺金：肺のこと。

２．常 (つね)に心 (しん)気 (き)をして臍 (さい)輪 (りん)気 (き)海 (かい)、丹 (たん)田 (でん)腰 (よう)脚 (きゃく)の間 (あいだ)に充 (みた)しめ、塵 (じん)務 (む)繁 (はん)絮 (じょ)の間 (あいだ)、賓 (ひん)客 (きゃく)揖 (ゆう)譲 (じょう)の席 (せき)に於 (おい)ても片 (へん)時 (じ)も放 (ほう)退 (たい)せざる時 (とき)は、元 (げん)気 (き)自 (じ)然 (ねん)に丹 (たん)田 (でん)の間 (あいだ)に充 (じゅう)実 (じつ)して、臍 (さい)下 (か)瓠 (こ)然 (ねん)たる事 (こと)、未 (いま)だ篠 (しの)打 (う)ちせざる鞠 (まり)の如 (ごと)し。（190頁）　　揖譲：客の応接。

３．若 (も)し養 (やしな)い得 (え)て斯 (か)くの如 (ごと)くなる時 (とき)は、終 (しゅう)日 (じつ)坐 (ざ)して曾 (かつ)て飽 (あ)かず、終 (しゅう)日 (じつ)誦 (じゅ)して曾 (かつ)て倦 (う)まず、終 (しゅう)日 (じつ)書 (しょ)して曾 (かつ)て困 (こん)せず、終 (しゅう)日 (じつ)説 (とい)て曾 (かつ)て屈 (くっ)せず、縦 (たと)い日 (ひ)々 (び)に万 (まん)善 (ぜん)を行 (ぎょう)ずと云 (い)えども、終 (つい)に退 (たい)堕 (だ)の色 (いろ)なく、心 (しん)量 (りょう)次 (し)第 (だい)に寛 (かん)大 (だい)にして、気 (き)力 (りょく)常 (つね)に勇 (ゆう)壮 (そう)なり。… 若 (も)し其 (そ)れ果 (はた)して斯 (か)くの如 (ごと)くならば、何 (いず)れの道 (どう)か成 (じょう)ぜざる、… 何 (いず)れの徳 (とく)か充 (みた)ざらん。（192頁）

４．老 (ろう)夫 (ふ)も若 (わか)かりし時 (とき)、工 (く)夫 (ふう)趣 (しゅ)向 (こう)悪 (あ)しく心 (しん)源 (げん)湛 (たん)寂 (じゃく)の処 (ところ)を仏 (ぶつ)道 (どう)なりと相 (あ)い心 (こころ)得 (え)、動 (どう)中 (ちゅう)を嫌 (きら)い、静 (じょう)処 (しょ)を好 (この)んで、常 (つね)に陰 (いん)僻 (へき)の処 (ところ)を尋 (たず)ねて死 (し)坐 (ざ)す。仮 (かり)初 (そめ)の塵 (じん)事 (じ)にも胸 (むね)塞 (ふさ)がり、心 (しん)火 (か)逆 (ぎゃく)上 (じょう)し、動 (どう)中 (ちゅう)には一 (いっ)向 (こう)に入 (はい)る事 (こと)得 (え)ず。挙 (こ)措 (そ)驚 (きょう)悲 (ひ)多 (おお)く、心 (しん)身 (しん)鎮 (とこしな)えに怯 (こ)弱 (じゃく)にして、両 (りょう)腋 (わき)常 (つね)に汗 (あせ)を生 (しょう)じ、双 (そう)眼 (がん)絶 (た)えず涙 (なみだ)を帯 (お)ぶ。常 (つね)に悲 (ひ)歎 (たん)の心 (こころ)多 (おお)く、学 (がく)道 (どう)得 (とく)力 (りき)の覚 (おぼ)えは、毛 (もう)頭 (とう)侍 (はべ)らざりき。（194頁）

５．只 (ただ)動 (どう)静 (じょう)の二 (に)境 (きょう)を嫌 (きら)わず取 (と)らず、密 (みつ)々 (みつ)に進 (しん)修 (しゅ)しもて行 (い)く事 (こと)第 (だい)一 (いち)の行 (ぎょう)事 (じ)に侍 (はべ)り。往々 (おうおう)に静 (じょう)中 (ちゅう)の工 (く)夫 (ふう)は思 (おも)いの外 (ほか)墓 (はか)行 (ゆ)く様 (よう)に思 (おも)われ、動 (どう)中 (ちゅう)の工 (く)夫 (ふう)は一 (いっ)向 (こう)に墓 (はか)行 (ゆ)かぬ様 (よう)に覚 (おぼ)えらるる事 (こと)に侍 (はべ)れど、静 (じょう)中 (ちゅう)の人 (ひと)は必 (かなら)ず動 (どう)中 (ちゅう)には入 (はい)る事 (こと)を得 (え)ず。（197頁）

６．大 (だい)慧 (え)禅 (ぜん)師 (じ)も動 (どう)中 (ちゅう)の工 (く)夫 (ふう)は静 (じょう)中 (ちゅう)に勝 (まさ)ること百 (ひゃく)千 (せん)億 (おく)倍 (ばい)すと申 (もう)し置 (お)かれ侍 (はべ)り。… 斯 (か)く云 (い)えばとて、静 (じょう)中 (ちゅう)を捨 (す)て嫌 (きら)って、故 (こ)意 (い)に動 (どう)所 (しょ)を求 (もと)め玉 (たま)えと云 (い)うには非 (あら)ず。只 (ただ)動 (どう)静 (じょう)の二 (に)境 (きょう)を覚 (おぼ)えず知 (し)らぬ程 (ほど)、工 (く)夫 (ふう)純 (じゅん)一 (いつ)なるを貴 (たっとし)とす。（198頁）

７．往 (おう)々 (おう)に古 (いにし)えの二 (に)乗 (じょう)声 (しょう)聞 (もん)なりとて軽 (か)ろしむれども、見 (けん)道 (どう)の力 (ちから)も智 (ち)徳 (とく)の光 (ひかり)も、今 (いま)の人 (ひと)々 (びと)の及 (およ)ぶべき事 (こと)にし侍 (はべ)らず。只 (ただ)修 (しゅ)行 (ぎょう)の趣 (しゅ)向 (こう)悪 (あ)しく、空 (くう)閑 (げん)の処 (ところ)をのみ好 (この)みて、都 (すべ)て菩 (ぼ)薩 (さつ)の威 (い)儀 (ぎ)を知 (し)らず、仏 (ぶっ)国 (こく)土 (ど)の因 (いん)縁 (ねん)なき故 (ゆえ)に、如 (にょ)来 (らい)は疥 (かい)癩 (らい)野 (や)干 (かん)の身 (み)に比 (ひ)し、浄 (じょう)名 (みょう)は焦 (しょう)芽 (が)敗 (はい)種 (しゅ)の部 (ぶ)類 (るい)なりと呵 (か)責 (しゃく)し玉 (たま)いき。（202頁）
疥癩野干：うす汚い狐。極めて嫌うべきもの。疥癩は皮膚病。『魔訶止観』（二、四）に
　　　　　「大論云、寧起悪癩野干心、不生声聞辟支仏意」とある。

８．三 (さん)祖 (そ)大 (だい)師 (し)の玉 (たま)わく、「一 (いち)乗 (じょう)に趣 (おもむ)かんと欲 (ほっ)せば、六 (ろく)塵 (じん)を悪 (にく)むことなかれ」と。是 (これ)亦 (また)六 (ろく)塵 (じん)を数寄 (すき)好 (この)めとには非 (あら)ず。水 (みず)鳥 (どり)の水 (みず)に入 (い)れども、少 (すこ)しも翼 (つばさ)の湿 (うるお)わざる如 (ごと)く、平 (へい)生 (ぜい)六 (ろく)塵 (じん)の上 (うえ)に於 (おい)て取 (と)らず捨 (す)てずして、間 (かん)断 (だん)なく正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)相 (そう)続 (ぞく)せよとの心 (こころ)にて侍 (はべ)り。… 
　永 (よう)嘉 (か)大 (だい)師 (し)は「欲 (よく)に在 (あり)て禅 (ぜん)を行 (ぎょう)ず知 (ち)見 (けん)の力 (ちから)、火 (か)裏 (り)に蓮 (はす)を生 (しょう)ず終 (つい)に壊 (え)せず」との玉 (たま)いき。是 (これ)亦 (また)五 (ご)欲 (よく)に耽 (たん)着 (じゃく)せよとの心 (こころ)には侍 (はべ)らず。六 (ろく)塵 (じん)五 (ご)欲 (よく)の上 (うえ)に在 (あり)ても、蓮 (はす)の泥 (でい)土 (ど)に汚 (けが)されざる如 (ごと)く、純 (じゅん)一 (いつ)に受 (じゅ)用 (よう)せよとの心 (こころ)にて侍 (はべ)り。（203頁）

９．六 (ろく)塵 (じん)即 (そく)禅 (ぜん)定 (じょう)、五 (ご)欲 (よく)即 (すなわ)ち一 (いち)乗 (じょう)なる故 (ゆえ)に、語 (ご)黙 (もく)動 (どう)静 (じょう)、常 (つね)に禅 (ぜん)定 (じょう)中 (ちゅう)なるべし。若 (も)し果 (はた)して然 (しか)らば、彼 (か)の山 (さん)林 (りん)に在 (あ)って禅 (ぜん)を行 (ぎょう)ずる底 (てい)と得 (とく)力 (りき)霄 (しょう)壌 (じょう)の間 (あいだ)を隔 (へだ)てん。（206頁）　　　　霄壌の間：天地の差。

１０．只 (た)だ返 (かえ)すがえすも、内 (ない)観 (かん)の真 (しん)修 (しゅ)寔 (まこと)に放 (ほう)過 (か)すべからざる至 (し)要 (よう)なり。内 (ない)観 (かん)の真 (しん)修 (しゅ)とは、吾 (わ)が此 (こ)の臍 (さい)輪 (りん)以下 (いか)丹 (たん)田 (でん)気 (き)海 (かい)及 (およ)び腰 (よう)脚 (きゃく)足 (そく)心 (しん)、総 (そう)に是 (こ)れ趙 (じょう)州 (しゅう)の無 (む)字 (じ)、々々 (むじ)何 (なん)の道 (どう)理 (り)か在 (あ)る。吾 (わ)が此 (こ)の臍 (さい)輪 (りん)以下 (いか)丹 (たん)田 (でん)気 (き)海 (かい)及 (およ)び腰 (よう)脚 (きゃく)足 (そく)心 (しん)、総 (そう)に是 (こ)れ自 (じ)己 (こ)本 (ほん)来 (らい)の面 (めん)目 (もく)、々 (めん)々 (もく)の鼻 (び)孔 (くう)何 (いず)れの処 (ところ)にか在 (あ)る … と、咳 (がい)唾 (だ)掉 (とう)臂 (ひ)、寤 (ご)時 (じ)寐 (み)時 (じ)、男 (だん)子 (し)たる者 (もの)の思 (おも)い立 (た)ちたる事 (こと)を、遂 (と)げずや置 (お)くべき、仕 (し)果 (は)てずや有 (あ)るべきと、傑 (けつ)烈 (れつ)勇 (ゆ)猛 (みょう)の大 (だい)憤 (ふん)志 (し)を震 (ふる)って、間 (ひま)も無 (な)く進 (すす)み玉 (たま)わば、… 大 (だい)機 (き)は、求 (もと)めざるに煥 (かん)発 (ぱつ)せん。（209頁）　咳唾掉臂、寤時寐時：何をする時（せき・唾をはく・腕をふるう等）でも、寝ても覚めても。

１１．彼 (か)の寂 (じゃく)静 (じょう)無 (ぶ)事 (じ)の処 (ところ)に在 (あっ)て、識 (しき)神 (しん)を認 (にん)得 (とく)して見 (けん)性 (しょう)なりと相 (あ)い心 (こころ)得 (え)、揩 (かい)磨 (ま)浄 (じょう)尽 (じん)して以 (もっ)て足 (た)れりとする底 (てい)の無 (む)眼 (げん)禿 (とく)奴 (ぬ)の族 (やから)は、…再 (ふたた)び得 (え)難 (がた)き一 (いっ)生 (しょう)を盲 (もう)亀 (き)の空 (くう)谷 (こく)に入 (い)るが如 (ごと)く、鬼 (おに)の棺 (かん)木 (ぼく)を守 (まも)るに似 (に)て、… 一 (いっ)生 (しょう)空 (むな)しく心 (しん)力 (りき)を労 (ろう)し尽 (つく)して、終 (つい)に方 (ほう)寸 (すん)の功 (こう)を立 (たて)ること能 (あた)わず、寔 (まこと)に憐 (あわれ)むべし。（215頁）

１２．只 (た)だ返 (かえ)すがえすも内 (ない)観 (かん)の秘 (ひ)要 (よう)を捨 (す)て置 (お)かず、熟 (じゅく)錬 (れん)これあるべし。内 (ない)観 (かん)の真 (しん)修 (しゅ)は、第 (だい)一 (いち)養 (よう)生 (じょう)の秘 (ひ)術 (じゅつ)にして、仙 (せん)人 (にん)錬 (れん)丹 (たん)の大 (だい)事 (じ)に契 (かな)えり。其 (そ)の初 (はじ)め、金 (こん)仙 (せん)氏 (し)に起 (おこ)って、中 (なか)頃 (ごろ)、天 (てん)台 (だい)の智 (ち)者 (しゃ)大 (だい)師 (し)に至 (いた)って、『摩 (ま)訶 (か)止 (し)観 (かん)』の中 (なか)に精 (くわ)しく筆 (ひっ)記 (き)し玉 (たま)えり。… 
　大凡 (おおよそ)生 (せい)を養 (やしな)うの術 (じゅつ)、上 (じょう)部 (ぶ)は常 (つね)に清 (せい)涼 (りょう)ならん事 (こと)を要 (よう)し、下 (か)部 (ぶ)は常 (つね)に温 (おん)暖 (だん)ならん事 (こと)を要 (よう)す。須 (すべか)らく知 (し)るべし、元 (げん)気 (き)をして下 (した)に充 (みた)しむるは、是 (こ)れ生 (せい)を養 (やしな)う至 (し)要 (よう)なる事 (こと)を。… 孟 (もう)軻 (か)氏 (し)の謂 (いわ)ゆる浩 (こう)然 (ぜん)の一 (いっ)気 (き)なり。是 (これ)を引 (ひき)いて臍 (さい)輪 (りん)気 (き)海 (かい)丹 (たん)田 (でん)の間 (あいだ)に収 (おさ)めて歳 (さい)月 (げつ)を重 (かさ)ねて是 (これ)を守 (まも)って、守 (しゅ)一 (いつ)にし去 (さ)り、是 (これ)を養 (やしなっ)て無 (ぶ)適 (てき)にし去 (さ)る時 (とき)は…、内 (ない)外 (げ)中 (ちゅう)間 (かん)八 (はっ)紘 (こう)四 (し)維 (ゆい)、総 (そう)に是 (こ)れ一 (いち)枚 (まい)の大 (だい)還 (げん)丹 (たん)。（219頁）　　
　　金仙氏：釈尊（お釈迦さま）。　　孟軻氏：孟子。

１３．須 (すべか)らく知 (し)るべし。丹 (たん)は果 (はた)して外 (がい)物 (もつ)に非 (あら)ざる事 (こと)を。… 人 (ひと)に気 (き)海 (かい)丹 (たん)田 (でん)あり、気 (き)海 (かい)は元 (げん)気 (き)を収 (おさ)め養 (やしな)うの宝 (ほう)処 (じょ)、丹 (たん)田 (でん)は神 (しん)丹 (たん)を精 (せい)錬 (れん)し寿 (じゅ)算 (さん)を保 (ほ)護 (ご)するの城 (じょう)府 (ふ)なり。… 丹 (たん)田 (でん)は臍 (さい)下 (か)三 (さん)寸 (すん)、気 (き)海 (かい)は寸 (すん)半 (はん)、真 (しん)気 (き)常 (つね)に者 (この)裏 (うち)に充 (じゅう)実 (じつ)して、身 (しん)心 (しん)常 (つね)に平 (へい)坦 (たん)なる時 (とき)は、世 (せ)寿 (じゅ)百 (ひゃく)歳 (さい)を閲 (けみ)すと云 (い)えども、鬢 (びん)髪 (はつ)枯 (か)れず、歯 (し)牙 (げ)動 (うご)かず、眼 (がん)力 (りき)転 (うた)た鮮 (せん)明 (めい)にして、皮 (ひ)膚 (ふ)次 (し)第 (だい)に光 (こう)沢 (たく)あり。是 (これ)則 (すなわ)ち元 (げん)気 (き)を養 (やしな)い得 (え)て神 (しん)丹 (たん)成 (せい)熟 (じゅく)したる効 (こう)験 (けん)なり。寿 (じゅ)算 (さん)限 (かぎ)りあるべからず。但 (ただ)し修 (しゅう)養 (よう)の功 (こう)の精 (せい)麁 (そ)如何 (いかん)に有 (あ)るらくのみ。（225頁）　　　精麁：詳しく丁寧か、荒く雑か。

１４．心 (こころ)を下 (した)に専 (もっぱら)にする時 (とき)は、常 (つね)に民 (みん)間 (かん)の労 (ろう)疲 (ひ)を忘 (わす)るる事 (こと)なく、民 (たみ)肥 (こ)え国 (くに)強 (つよ)く、令 (れい)に違 (い)するの臣 (しん)民 (みん)無 (な)く、境 (きょう)を侵 (おか)すの敵 (てき)国 (こく)なし。人 (にん)身 (しん)も亦 (ま)た然 (しか)り。至 (し)人 (じん)は常 (つね)に心 (しん)気 (き)をして下 (した)に充 (みた)しむ。（228頁）

１５． 精 (せい)神 (しん)内 (うち)に守 (まも)らば、病 (やまい)安 (いずく)よりか来 (きた)らん。今 (きん)人 (じん)は此 (これ)に反 (はん)す。生 (せい)より死 (し)に至 (いた)るまで、主 (しゅ)心 (しん)片 (へん)時 (じ)も内 (うち)を守 (まも)る事 (こと)なし。主 (しゅ)心 (しん)とは何 (なん)それの物 (もの)と云 (い)う事 (こと)をさえ知 (し)らず。無 (む)知 (ち)なる事 (こと)、犬 (けん)馬 (ば)の日 (ひ)々 (び)に足 (あし)に任 (まか)せて走 (はし)るが如 (ごと)し。危 (あや)ういかな。兵 (へい)家 (か)に云 (い)わずや、驚 (きょう)悲 (ひ)妄 (みだ)りに起 (おこ)るは、主 (しゅ)心 (しん)定 (さだ)まらざる故 (ゆえ)なりと。蓋 (けだ)し主 (しゅ)心 (しん)内 (うち)に守 (まも)る時 (とき)は、憂 (ゆう)悲 (ひ)恐 (きょう)怖 (ふ)妄 (みだ)りに生 (しょう)ずる事 (こと)無 (な)し。若 (も)し人 (ひと)片 (へん)時 (じ)も主 (しゅ)心 (しん)なき時 (とき)は、死 (し)人 (にん)に如 (にょ)同 (どう)す。或 (あるい)は放 (ほう)癖 (へき)邪 (じゃ)恣 (し)［おごり高ぶり勝手気ままに悪いことをする］至 (いた)らずと云 (い)う事 (こと)なし。
　譬 (たと)えば茲 (ここ)に一 (いっ)箇 (こ)の旧 (きゅう)宅 (たく)在 (あ)らんに、衰 (すい)朽 (きゅう)疲 (ひ)困 (こん)、凍 (とう)餒 (たい)貧 (ひん)窶 (る)［こごえ飢え貧乏しやつれる］の老 (ろう)女 (じょ)たりと云 (い)えども、主 (あるじ)の有 (あら)んずる家 (いえ)へは、故 (ゆ)え無 (の)うして人 (ひと)妄 (みだ)りに出 (しゅつ)入 (にゅう)する事 (こと)叶 (かな)わず。其 (そ)の家 (いえ)乍 (たちま)ち主 (しゅ)人 (じん)を失 (しっ)する時 (とき)は、賊 (ぞく)盗 (とう)も潜 (ひそ)み休 (いこ)い、乞 (こつ)児 (じ)も亦 (ま)た来 (きた)り宿 (しゅく)し、狐 (こ)兎 (と)競 (きそ)い走 (はし)り、狸 (り)貉 (かく)［たぬきとむじな（どちらも人をばかす）］竄 (かく)れ眠 (ねむ)る。閑 (かん)神 (じん)昼 (ひる)咽 (むせ)び、野 (や)鬼 (き)夜 (よる)吟 (ぎん)ず。千 (せん)妖 (よう)百 (ひゃっ)怪 (かい)群 (ぐん)邪 (じゃ)の窟 (くっ)宅 (たく)となんぬ。
　人 (にん)身 (しん)も亦 (また)然 (しか)り。正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)の主 (しゅ)心 (しん)、臍 (さい)輪 (りん)気 (き)海 (かい)の間 (あいだ)に盤 (ばん)石 (じゃく)などを揺 (ゆり)居 (す)えたる如 (ごと)く、凛 (りん)然 (ぜん)として主 (しゅ)張 (ちょう)するときは、一 (いっ)点 (てん)の妄 (もう)念 (ねん)情 (じょう)量 (りょう)なく、半 (はん)点 (てん)の思 (し)想 (そう)卜 (ぼく)度 (たく)のうして、天 (てん)地 (ち)一 (いっ)指 (し)、万 (ばん)物 (ぶつ)一 (いち)馬 (ば)［『荘子』に出る語。天地万物が差別を超えて一つであること］、厚 (こう)重 (じゅう)山 (やま)の如 (ごと)く、寛 (かん)大 (だい)海 (うみ)の如 (ごと)くなる底 (てい)の一 (いち)員 (いん)の 大 (だい)丈 (じょう)夫 (ぶ)、仏 (ぶっ)祖 (そ)も手 (て)を挟 (さしはさ)む事 (こと)能 (あた)わず、魔 (ま)外 (げ)も窺 (うかが)い知 (し)る事 (こと)得 (え)ず。日 (ひ)々 (び)万 (まん)善 (ぜん)を行 (ぎょう)じて以 (もっ)て倦 (う)む事 (こと)無 (な)し。謂 (いい)つべし、真 (しん)正 (しょう)報 (ほう)恩 (おん)底 (てい)の仏 (ぶつ)子 (し)なりと。
　其 (そ)の人 (ひと)乍 (たちま)ち邪 (じゃ)境 (きょう)に奪 (うば)われ、妄 (もう)縁 (えん)に引 (ひ)かれて覚 (おぼ)えず正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)の主 (しゅ)心 (しん)を打 (だ)失 (しつ)す。… 心 (しん)上 (じょう)は鎮 (とこしな)えに八 (や)島 (しま)の合 (かっ)戦 (せん)より苦 (くる)しく、胸 (きょう)中 (ちゅう)は常 (つね)に九 (きゅう)国 (こく)の兵 (へい)乱 (らん)より煩 (わずら)わし。恰 (あたか)も長 (ちょう)者 (じゃ)火 (か)宅 (たく)の譬 (たと)えに等 (ひと)し。是 (これ)を生 (しょう)死 (じ)常 (じょう)没 (もつ)の業 (ごっ)海 (かい)と云 (い)う。若 (も)し夫 (そ)れ正念 (しょうねん)工夫 (くふう)の船 (せん)筏 (ばつ)、精 (しょう)進 (じん)勇 (ゆ)猛 (みょう)の櫓 (ろ)帆 (はん)なくんば、識 (しき)浪 (ろう)情 (じょう)波 (は)の急 (きゅう)流 (る)におしひたされて、臭 (しゅう)煙 (えん)毒 (どく)霧 (む)の暗 (あん)区 (く)を越 (こ)え得 (え)て、四 (し)徳 (とく)の彼 (ひ)岸 (がん)に到 (いた)る事 (こと)を得 (え)んや。（230頁）

１６．悲 (かなしき)哉 (かな)。人 (にん)々 (にん)如 (にょ)来 (らい)の智 (ち)恵 (え)徳 (とく)相 (そう)を具 (ぐ)足 (そく)して、少 (すこ)しも欠 (か)く事 (こと)なく、箇 (こ)々 (こ)仏 (ぶっ)性 (しょう)の如 (にょ)意 (い)宝 (ほう)珠 (じゅ)を円 (えん)備 (び)し、鎮 (とこしな)えに大 (だい)光 (こう)明 (みょう)を放 (はな)って、娑 (しゃ)婆 (ば)即 (そく)寂 (じゃっ)光 (こう)の浄 (じょう)刹 (せつ)、毘 (び)蘆 (る)法 (ほっ)性 (しょう)の真 (しん)土 (ど)に住 (す)みながら、慧 (え)眼 (げん)既 (すで)に盲 (めしい)たる故 (ゆえ)に、娑 (しゃ)婆 (ば)なりと見 (み)誤 (あやま)り、衆 (しゅ)生 (じょう)なりと思 (おも)い違 (ちが)いて、得 (え)難 (がた)き人 (にん)身 (しん)、逢 (あ)い難 (がた)き一 (いっ)生 (しょう)を闇 (やみ)々 (やみ)と牛 (ぎゅう)馬 (ば)などの無 (む)智 (ち)昏 (こん)愚 (ぐ)なる如 (ごと)く、何 (なん)の弁 (わきま)えもなく明 (あ)かし暮 (く)らして、苦 (くる)しかりし三 (さん)塗 (ず)、悲 (かな)しかりし六 (ろく)趣 (しゅ)［天上から地獄まで］の巷 (ちまた)を吟遶 (さまよいめぐ)りて、…真 (しん)土 (ど)を把 (と)らえて、地 (じ)獄 (ごく)なりと恐 (おそ)れ迷 (まよ)い、無 (む)間 (けん)なりと泣 (な)き苦 (くる)しむ。… 断 (だん)無 (む)の小 (しょう)見 (けん)に傲 (おご)り、片 (かた)腹 (はら)いたき少 (すこ)しばかりの口 (く)耳 (に)の学 (がく)解 (げ)に傲 (おご)りて、仏 (ぶっ)法 (ぽう)を信 (しん)ぜず、正 (しょう)法 (ぼう)を聞 (き)かず、虚 (から)口 (くち)をのみ利 (きき)て、正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)の主 (しゅ)心 (しん)を片 (へん)時 (じ)も守 (まも)る事 (こと)なき人 (ひと)々 (びと)のなれの果 (はて)なり。（234頁）

１７．謂 (い)うことなかれ、塵 (じん)務 (む)繁 (はん)絮 (じょ)にして参 (さん)禅 (ぜん)暇 (いとま)なく世 (せ)事 (じ)頻 (ひん)紛 (ぷん)として工 (く)夫 (ふう)続 (つづ)き難 (がた)しと。須 (すべか)らく知 (し)るべし、真正 (しんしょう)参禅 (さんぜん)の衲子 (のっす)の前 (まえ)には、塵 (じん)務 (む)なく世 (せ)事 (じ)なきことを。（241頁）　　　衲子：修行僧

１８．正 (しょう)受 (じゅ)老 (ろう)人 (じん)常 (つね)に云 (いわ)く、不 (ふ)断 (だん)坐 (ざ)禅 (ぜん)を学 (まな)ばん人 (ひと)は、殺 (さつ)害 (がい)刀 (とう)杖 (じょう)の巷 (ちまた)、号 (ごう)哭 (こく)悲 (ひ)泣 (きゅう)の室 (しつ)、相撲 (すもう)掉 (ちょう)戯 (ぎ)の場 (ば)、弦 (げん)管 (かん)歌 (か)舞 (ぶ)の席 (せき)に入 (い)りても、安 (あん)排 (ばい)を加 (くわ)えず、計 (け)較 (きょう)を添 (そ)えず、束 (たば)ねて一 (いっ)則 (そく)の話 (わ)頭 (とう)と作 (な)して、一 (いっ)気 (き)に進 (すす)んで退 (しりぞ)かず。（243頁）

１９．若 (も)し又 (また)、枯 (こ)坐 (ざ)黙 (もく)照 (しょう)を以 (もっ)て足 (た)れりとせば、枉 (ま)げて一 (いっ)生 (しょう)を錯 (あやま)り、大 (おおい)に仏 (ぶつ)道 (どう)に違 (い)せん。仏 (ぶつ)道 (どう)に違 (い)するのみに非 (あら)ず、大 (おおい)に世 (せ)諦 (たい)も亦 (また)廃 (はい)せん。何 (なに)が故 (ゆえ)ぞ、若 (も)し夫 (そ)れ諸 (しょ)侯 (こう)大 (たい)夫 (ふ)は朝 (ちょう)覲 (きん)を怠 (おこた)り国 (こく)務 (む)を廃 (はい)して枯 (こ)坐 (ざ)黙 (もく)照 (しょう)し、武 (ぶ)士 (し)は射 (しゃ)御 (ぎょ)を外 (ほか)にし武 (ぶ)術 (じゅつ)を忘 (わす)れて枯 (こ)坐 (ざ)黙 (もく)照 (しょう)し、商 (しょう)賈 (こ)は店 (てん)戸 (こ)を鎖 (とざ)し算 (さん)盤 (ばん)を砕 (くだ)いて枯 (こ)坐 (ざ)黙 (もく)照 (しょう)し、農 (のう)夫 (ふ)は犂 (り)鋤 (じょ)を擲 (なげう)ち耕 (こう)耘 (うん)を止 (や)めて枯 (こ)坐 (ざ)黙 (もく)照 (しょう)し、工 (こう)匠 (しょう)は縄 (じょう)墨 (ぼく)を捨 (す)て斧 (ふ)斤 (きん)を抛 (なげうち)て枯 (こ)坐 (ざ)黙 (もく)照 (しょう)せば、国 (くに)衰 (おとろ)え民 (たみ)疲 (つか)れ、賊 (ぞく)盗 (とう)頻 (しき)りに起 (おこ)って国 (くに)其 (そ)れ危 (あやう)からんか。然 (しか)らば則 (すなわ)ち衆 (しゅう)民 (みん)瞋 (いか)り恨 (うら)みて、必 (かなら)ず云 (い)わん、「禅 (ぜん)は窮 (きわ)めて不 (ふ)祥 (しょう)の大 (だい)兆 (ちょう)なり」と。（246頁）

２０．殊 (こと)に知 (し)らず、古 (いにし)え禅 (ぜん)門 (もん)の盛 (さかん)なりし時 (とき)、南 (なん)岳 (がく)、馬 (ば)祖 (そ)、百 (ひゃく)丈 (じょう)、黄 (おう)檗 (ばく)、臨 (りん)済 (ざい)、… 等 (とう)の諸 (しょ)聖 (せい)、拽 (えい)石 (せき)搬 (はん)土 (ど)、水 (すい)薪 (しん)菜 (さい)蔬 (そ)、作 (さ)務 (む)普 (ふ)請 (しん)の鼓 (つづみ)を鳴 (な)らして、専 (もっぱ)ら動 (どう)中 (ちゅう)の得 (とく)力 (りき)を求 (もと)む。是 (こ)の故 (ゆえ)に百 (ひゃく)丈 (じょう)大 (だい)師 (し)曰 (いわ)く、「一 (いち)日 (にち)なさざれば一 (いち)日 (にち)食 (しょく)せず」と。是 (これ)を動 (どう)中 (ちゅう)の工 (く)夫 (ふう)、不 (ふ)断 (だん)坐 (ざ)禅 (ぜん)と云 (い)う。此 (こ)の風 (ふう)、近 (きん)代 (だい)地 (ち)を払 (はら)って尽 (つ)く。
　蓋 (けだ)し斯 (か)く云 (い)えばとて坐 (ざ)禅 (ぜん)を嫌 (きら)い、静 (じょう)慮 (りょ)を謗 (そし)るにし非 (あら)ず。大凡 (おおよそ)一 (いっ)切 (さい)の賢 (けん)聖 (しょう)、古 (こ)今 (こん)の智 (ち)者 (しゃ)、禅 (ぜん)定 (じょう)に依 (よ)らずして仏 (ぶつ)道 (どう)を成 (じょう)就 (じゅ)する底 (てい)、半 (はん)箇 (こ)も亦 (ま)た無 (な)し。夫 (そ)れ戒 (かい)定 (じょう)慧 (え)の三 (さん)要 (よう)は、仏 (ぶつ)道 (どう)万 (ばん)古 (こ)の大 (だい)綱 (こう)なり。誰 (だれ)か敢 (あえ)て軽 (きょう)忽 (こつ)せんや。然 (しか)るに向 (さ)きに謂 (いわ)ゆる禅 (ぜん)門 (もん)の諸 (しょ)聖 (しょう)の如 (ごと)きは、超 (ちょう)宗 (しゅう)越 (おっ)格 (かく)、真 (しん)正 (しょう)無 (む)上 (じょう)の大 (だい)禅 (ぜん)定 (じょう)。（248頁）

２１．縦 (たと)い亦 (ま)た黙 (もく)照 (しょう)枯 (こ)坐 (ざ)して立 (りっ)地 (ち)に成 (じょう)仏 (ぶつ)し、立 (りっ)地 (ち)に大 (だい)光 (こう)明 (みょう)を放 (はな)つ底 (てい)の好 (こう)事 (じ)有 (あ)りとも、諸 (しょ)侯 (こう)大 (たい)夫 (ふ)士 (し)庶 (しょ)民 (みん)家 (か)、万 (ばん)般 (ぱん)の公 (こう)務 (む)、千 (せん)般 (ぱん)の家 (か)事 (じ)、何 (なん)の暇 (いとま)あってか、片 (へん)時 (じ)も打 (だ)坐 (ざ)することを得 (え)んや。此 (ここ)に於 (おい)て病 (やまい)と称 (しょう)して公 (こう)務 (む)を遁 (のが)れ、家 (か)業 (ぎょう)を廃 (はい)して、三 (さん)五 (ご)七 (なの)日 (か)一 (いっ)室 (しつ)を閉 (と)じ、戸 (こ)牖 (ゆう)を鎖 (とざ)して幾 (いく)枚 (まい)の団 (とん)蒲 (ふ)を重 (かさ)ね、一 (いっ)枝 (し)の香 (こう)を挟 (さしはさ)んで坐 (ざ)すと云 (い)えども、平生 (へいぜい)の塵 (じん)務 (む)に疲 (つか)れて、一 (いっ)寸 (すん)坐 (ざ)すれば一 (いち)尺 (しゃく)睡 (ねむ)り、三 (さん)合 (ごう)の坐 (ざ)禅 (ぜん)に千 (せん)万 (まん)石 (ごく)の妄 (もう)想 (そう)を集 (あつ)む。既 (すで)にして眼 (まなこ)を見 (み)張 (は)り、牙 (げ)を咬 (か)み拳 (こぶし)を握 (にぎ)り、梁 (りょう)骨 (こつ)を竪 (じゅ)起 (き)して坐 (ざ)すれば、万 (ばん)般 (ぱん)の邪 (じゃ)境 (きょう)頭 (こうべ)を競 (きそ)って生 (しょう)ず。越 (ここにお)いて顙 (ひたい)を攅 (あつ)め眉 (まゆ)を皺 (しわ)めて、覚 (おぼ)えず悲 (ひ)泣 (きゅう)して曰 (いわ)く、「官 (かん)途 (と)、道 (どう)業 (ぎょう)を妨 (さまた)げ、仕 (し)路 (ろ)、禅 (ぜん)定 (じょう)を障 (そ)う。如 (し)かじ官 (かん)を辞 (じ)し、印 (いん)を解 (と)いて、水 (すい)辺 (へん)林 (りん)下 (か)、寂 (じゃく)莫 (ばく)無 (む)人 (じん)の処 (ところ)に在 (あ)って恣 (ほしいまま)に禅 (ぜん)観 (かん)を修 (しゅう)し、永 (えい)劫 (ごう)の苦 (く)輪 (りん)を遁 (のが)れん」と。大 (おおい)に錯 (あやま)り畢 (おわ)れり。… 公 (こう)務 (む)を怠 (おこた)り、方 (ほう)寸 (すん)の君 (くん)恩 (おん)に報 (ほう)答 (とう)すべき心 (こころ)もなくて、動 (やや)もすれば病 (やまい)と称 (しょう)して退 (しりぞ)かんとす。（251頁）
　　印を解いて：官（公務員）を辞職すること。

２２．恁 (いん)麼 (も)の志 (し)行 (ぎょう)にして、縦 (たと)い三 (さん)年 (ねん)五 (ご)歳 (さい)、陰 (いん)僻 (へき)の処 (ところ)に在 (あ)って精 (せい)錬 (れん)刻 (こっ)苦 (く)し、思 (し)想 (そう)尽 (つ)き情 (じょう)念 (ねん)止 (や)むに似 (に)たりと云 (い)えども、肝 (かん)胆 (たん)傷 (いた)み悴 (かじ)け、心 (しん)上 (じょう)常 (つね)に恐 (きょう)怖 (ふ)多 (おお)く、鼠 (そ)糞 (ふん)の落 (お)つるを聞 (き)いても、胸 (きょう)間 (かん)裂 (さく)るが如 (ごと)し。大 (たい)将 (しょう)にも諸 (しょ)卒 (そつ)にも何 (なん)の専 (せん)途 (ど)にか立 (た)つべき。万 (まん)一 (いち)国 (こっ)家 (か)の大 (だい)事 (じ)あらんに、… 飲 (いん)食 (しょく)咽 (のど)に入 (はい)らず、ひた震 (ふる)えにふるえて、手 (た)綱 (づな)とる事 (こと)さえ叶 (かな)わで、鞍 (くら)坪 (つぼ)にすがり平 (ひ)らみて、動 (やや)もすれば自 (みずか)らふるえ落 (おち)んとす。果 (は)ては歩 (ほ)兵 (へい)の為 (ため)に獲 (とらえ)らる。何 (なに)が故 (ゆえ)ぞ、斯 (か)くの如 (ごと)くなる、唯 (た)だ是 (こ)れ三 (さん)年 (ねん)五 (ご)歳 (さい)、寂 (じゃく)黙 (もく)枯 (こ)坐 (ざ)の致 (いた)す所 (ところ)なり。縦 (たと)い熊 (くま)谷 (がい)、平 (ひら)山 (やま)などが如 (ごと)き勇 (ゆう)士 (し)なりとも、斯 (か)くの如 (ごと)く修 (しゅ)行 (ぎょう)したらんには、豈 (あ)にふるえざらめや。（253頁）…（253頁）

２３．是 (こ)の故 (ゆえ)に祖 (そ)師 (し)、大 (だい)慈 (じ)善 (ぜん)行 (ぎょう)在 (あ)って、此 (こ)の正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)不 (ふ)断 (だん)坐 (ざ)禅 (ぜん)の正 (しょう)路 (ろ)を示 (しめ)す。諸 (しょ)侯 (こう)は朝 (ちょう)覲 (きん)国 (こく)務 (む)の上 (うえ)、士 (し)人 (じん)は射 (しゃ)御 (ぎょ)書 (しょ)数 (すう)の上 (うえ)、農 (のう)夫 (ふ)は耕 (こう)耘 (うん)犂 (り)鋤 (じょ)の上 (うえ)、工 (こう)匠 (しょう)は縄 (じょう)墨 (ぼく)斧 (ふ)斤 (きん)の上 (うえ)、女 (じょ)子 (し)は紡 (ぼう)績 (せき)機 (き)織 (しょく)の上 (うえ)、若 (も)し是 (こ)れ正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)在 (あ)って、直 (じき)に是 (こ)れ諸 (しょ)聖 (しょう)の大 (だい)禅 (ぜん)定 (じょう)。… 若 (も)し夫 (そ)れ正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)無 (な)くんば、老 (ろう)狸 (り)の空 (くう)穴 (けつ)に睡 (ねむ)るが如 (ごと)けん。悲 (かな)しむべし、此 (こ)の道 (みち)今 (こん)人 (じん)棄 (すて)て土 (ど)の如 (ごと)くなる事 (こと)を。… 
　是 (こ)の故 (ゆえ)に宗 (しゅう)峰 (ほう)大 (だい)師 (し)曰 (いわ)く、「三 (み)十 (そ)あまり吾 (われ)も狐 (きつね)の穴 (あな)に栖 (す)む、今 (いま)ばかさるる人 (ひと)も理 (こと)わり」と悲 (ひ)嘆 (たん)し玉 (たま)いき。去 (さ)る程 (ほど)に、肇 (じょう)公 (こう)は此 (これ)を「困 (こん)魚 (ぎょ)箔 (はく)に止 (とま)り、病 (びょう)鳥 (ちょう)蘆 (ろ)に栖 (す)む［疲れた魚はたまり水に留まり、病んだ鳥は芦の茂みにとじこもる］」、「少 (すこ)しき安 (やす)き事 (こと)を知 (し)って、大 (おお)いに安 (やす)き事 (こと)を知 (し)らず」と呵 (か)し玉 (たま)いき。真 (しん)正 (しょう)参 (さん)玄 (げん)の上 (じょう)士 (し)は、入 (にゅう)理 (り)の浅 (せん)深 (しん)如何 (いかん)、見 (けん)道 (どう)の精 (せい)麁 (そ)如何 (いかん)に在 (あ)るらくのみ。誰 (たれ)か汝 (なんじ)が在 (ざい)家 (け)出 (しゅっ)家 (け)を択 (えら)ばん。誰 (たれ)か汝 (なんじ)が城 (じょう)市 (し)山 (さん)林 (りん)を論 (ろん)ぜん。（254頁）

２４．礼 (れい)楽 (らく)射 (しゃ)御 (ぎょ)の間 (かん)、進退 (しんたい)揖 (ゆう)譲 (じょう)の席 (せき)に臨 (のぞ)みて、片 (へん)時 (じ)も道 (どう)情 (じょう)を打 (だ)失 (しつ)することなく、遂 (つい)に祖 (そ)庭 (てい)の玄 (げん)微 (び)徹 (てっ)照 (しょう)す。是 (こ)れ皆 (みな)正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)、不 (ふ)断 (だん)坐 (ざ)禅 (ぜん)の霊 (れい)験 (けん)ならずや。仏 (ぶつ)道 (どう)微 (み)妙 (みょう)の深 (じん)恩 (おん)ならずや。… 彼 (か)の黙 (もく)照 (しょう)枯 (こ)坐 (ざ)を足 (た)れりとし、心 (しん)源 (げん)静 (じょう)寂 (じゃく)を禅 (ぜん)なりとして丘 (きゅう)壑 (がく)に餓 (が)死 (し)する底 (てい)と類 (たぐい)と、寔 (まこと)に霄 (しょう)壌 (じょう)の間 (あいだ)なり。（261頁）
　　進退揖譲：立ち居振る舞い、客の応接。　　霄壌の間：天地の差。

２５．兎 (と)にも角 (かく)にも諸 (しょ)大 (だい)将 (しょう)の心 (こころ)がけ玉 (たま)わんずる坐 (ざ)禅 (ぜん)は、此 (こ)の正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)の不 (ふ)断 (だん)坐 (ざ)禅 (ぜん)に越 (こ)えたる事 (こと)は侍 (はべ)るべからず。此 (こ)れは是 (こ)れ二 (に)百 (ひゃく)年 (ねん)来 (らい)廃 (すた)れ果 (は)てたる古 (こ)実 (じつ)にて侍 (はべ)り。何 (なに)をか正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)と云 (い)うぞとならば、咳 (がい)唾 (だ)掉 (とう)臂 (ひ)、動 (どう)静 (じょう)云 (うん)為 (い)、吉 (きっ)凶 (きょう)栄 (えい)辱 (じょく)、得 (とく)失 (しつ)是 (ぜ)非 (ひ)、束 (たば)ねて一 (いっ)則 (そく)の話 (わ)頭 (とう)と為 (な)して、臍 (さい)輪 (りん)気 (き)海 (かい)丹 (たん)田 (でん)の下 (した)に鉄 (てっ)石 (せき)の如 (ごと)くに突 (つ)き居 (す)え、… 馬 (うま)鞍 (くら)は一 (いち)枚 (まい)の坐 (ざ)蒲 (ぶ)団 (とん)、山 (せん)河 (が)大 (だい)地 (ち)は一 (いっ)箇 (こ)の大 (だい)禅 (ぜん)牀 (しょう)、上 (じょう)下 (げ)四 (し)維 (ゆい)十 (じっ)方 (ぽう)法 (ほっ)界 (かい)は自 (じ)己 (こ)本 (ほん)有 (ぬ)の大 (だい)禅 (ぜん)窟 (くつ)、… 其 (そ)の余 (よ)の進 (しん)退 (たい)揖 (ゆう)譲 (じょう)、射 (しゃ)御 (ぎょ)書 (しょ)数 (すう)、皆 (み)な是 (こ)れ菩 (ぼ)薩 (さつ)万 (まん)善 (ぜん)同 (どう)帰 (き)の妙 (みょう)行 (ぎょう)なりと観 (かん)念 (ねん)し、大 (だい)勇 (ゆ)猛 (みょう)の信 (しん)心 (じん)を抽 (ぬき)んで、彼 (か)の内 (ない)観 (かん)の真 (しん)修 (しゅ)に和 (わ)して、起 (き)居 (きょ)動 (どう)静 (じょう)の間 (あいだ)に於 (お)いて、那 (な)時 (じ)か是 (こ)れ打 (だ)失 (しつ)の処 (ところ)、那 (な)時 (じ)か是 (こ)れ不 (ふ)打 (だ)失 (しつ)の処 (ところ)と、時 (じ)々 (じ)に点 (てん)検 (けん)する是 (こ)れ古 (こ)今 (こん)の賢 (けん)聖 (しょう)真 (しん)修 (しゅ)の正 (しょう)路 (ろ)にて侍 (はべ)り。（264頁）
　　云為：言葉と行動。　話頭：公案。修行者に与えられた問題。　禅牀：坐禅する場所。
　　進退揖譲：貴賓を応接する際の立ち居振る舞い。射御書数：読み書き、算術等、士たるものが学ぶべきもの。

２６．孔 (こう)夫 (ふう)子 (し)も、道 (みち)は須 (しゅ)臾 (ゆ)も離 (はな)るべからず、離 (はな)るべきは道 (みち)に非 (あら)ずと宣 (の)玉 (たま)いき。里 (り)仁 (じん)の篇 (へん)には造 (ぞう)次 (じ)の仮 (か)り初 (そ)めにも此 (ここ)に於 (おい)てし、顛 (てん)沛 (ぱい)とたおれふすにも此 (ここ)に於 (おい)てすとは、片 (へん)時 (じ)も打 (だ)失 (しつ)する事 (こと)なかれとの教 (おし)えにて侍 (はべ)り。… 
　工 (く)夫 (ふう)とは自 (じ)己 (こ)本 (ほん)有 (ぬ)の有 (あり)様 (さま)を指 (さ)すことなりと覚 (かく)悟 (ご)此 (こ)れ有 (あ)るべし。（268頁）

２７．如何 (いかに)して真 (しん)正 (しょう)の得 (とく)悟 (ご)は得 (う)る事 (こと)ぞとならば、塵 (じん)務 (む)繁 (はん)多 (た)世 (せ)事 (じ)紛 (ふん)然 (ぜん)、七 (しち)顛 (てん)八 (ばっ)倒 (とう)の上 (うえ)に於 (おい)て、譬 (たと)えば勇 (ゆう)士 (し)の大 (たい)敵 (てき)に取 (と)り囲 (かこ)まれたらん時 (とき)に、匹 (ひつ)馬 (ば)単 (たん)鎗 (そう)、大 (だい)勇 (ゆ)猛 (みょう)の精 (せい)神 (しん)を震 (ふる)って、一 (いっ)方 (ぽう)を突 (つ)き破 (やぶ)って魁 (か)け抜 (ぬか)んず時 (とき)の心 (こころ)持 (もち)にて、正 (しょう)念 (ねん)工 (く)夫 (ふう)絶 (た)えずりもなく、精 (せい)彩 (さい)を付 (つ)け、… はげみ進 (すす)み侍 (はべ)れば、一 (いっ)旦 (たん)の得 (とく)力 (りき)は間 (ま)も無 (な)く豁 (かつ)然 (ねん)たる者 (もの)に侍 (はべ)り。（285頁）

２８．… は、大 (だい)重 (じゅう)禁 (きん)を侵 (おか)し、懺 (ざん)悔 (げ)すべきに地 (ち)なし、憂 (う)悲 (ひ)悩 (のう)乱 (らん)す。乍 (たちま)ち自 (みずか)ら大 (だい)誓 (せい)を発 (はっ)して、憂 (う)悩 (のう)と戦 (たたか)って黙 (もく)坐 (ざ)す。忽 (こつ)然 (ねん)として無 (む)生 (しょう)を悟 (さと)る。
　… は、 痢 (り)疾 (しつ)を患 (わずらう)る事 (こと)昼 (ちゅう)夜 (や)百 (ひゃく)次 (じ)、身 (しん)体 (たい)苦 (くるし)み疲 (つか)れて前 (ぜん)面 (めん)唯 (ただ)死 (し)あるのみ。此 (ここ)に於 (おい)て大 (だい)誓 (せい)願 (がん)を起 (おこ)し、苦 (く)痛 (つう)と戦 (たたか)って死 (し)坐 (ざ)す。少焉 (しばらくあって)、腸 (ちょう)大 (おおい)に鳴 (めい)動 (どう)すること数 (すう)回 (かい)、痢 (り)疾 (しつ)は拭 (ぬぐ)う如 (ごと)く平 (へい)癒 (ゆ)し、大 (おおい)に得 (とく)所 (しょ)在 (あ)り。（286頁）

２９．此 (こ)れを序 (つい)でに人 (ひと)々 (びと)の道 (どう)情 (じょう)をも助 (たす)けよかし、…書 (しょ)中 (ちゅう)少 (すこ)しにても取 (と)るべき処 (ところ)あって、殿 (でん)下 (か)の道 (どう)情 (じょう)をも助 (たす)け増 (ま)して、禅 (ぜん)学 (がく)成 (せい)熟 (じゅく)し玉 (たま)わば、其 (そ)の余 (よ)波 (は)必 (かなら)ず左 (さ)右 (ゆう)の人 (ひと)々 (びと)に及 (およ)ばん。左 (さ)右 (ゆう)若 (も)し其 (そ)の恩 (おん)波 (ぱ)に浴 (よく)せば、其 (そ)の沢 (たく)必 (かなら)ず一 (いち)城 (じょう)の人 (ひと)々 (びと)に及 (およ)ばん。一 (いち)城 (じょう)若 (も)し其 (そ)の恩 (おん)波 (ぱ)に浴 (よく)せば、其 (そ)の沢 (たく)必 (かなら)ず一 (いっ)国 (こく)の人 (ひと)々 (びと)に及 (およ)ばん。
　何 (なに)が故 (ゆえ)ぞ、一 (いち)人 (にん)の心 (こころ)は千 (せん)万 (まん)人 (にん)の心 (こころ)なる故 (ゆえ)に、終 (つい)に天 (てん)下 (か)国 (こっ)家 (か)に及 (およ)ぼし、上 (かみ)、王 (おう)化 (け)を佐 (たす)け、下 (しも)、民 (みん)庶 (しょ)を利 (り)せん。然 (しか)らば則 (すなわ)ち宇 (う)宙 (ちゅう)の間 (かん)、那 (な)箇 (こ)の盛 (せい)事 (じ)、此 (こ)れに如 (し)かんや。是 (こ)れ老 (ろう)僧 (そう)が生 (せい)平 (へい)の微 (び)志 (し)なり。（294頁）

３０．斯 (か)く大 (たい)切 (せつ)なる場 (ば)合 (あい)をば遣 (やり)過 (すご)して、我々 (われわれ)は仕 (し)官 (かん)の身 (み)なれば、坐 (ざ)禅 (ぜん)などする暇 (ひ)隙 (ま)は、勤 (つと)めの中 (うち)は存 (ぞん)じも寄 (よ)らぬ事 (こと)なるぞなど宣 (の)玉 (たま)う人 (ひと)々 (びと)は、海 (かい)中 (ちゅう)に在 (あ)りながら、水 (みず)を尋 (たずぬ)る心 (ここ)地 (ち)こそすれ。（298頁）

３１．我 (が)見 (けん)偏 (へん)執 (しゅう)の立 (たち)枯 (が)れ禅 (ぜん)法 (ぽう)、無 (む)縄 (じょう)自 (じ)縛 (ばく)の黙 (もく)照 (しょう)枯 (こ)坐 (ざ)、恐 (おそ)ろしや、穢 (け)がらわしや、自 (みずか)ら錯 (あやま)るのみならず、人 (ひと)をも悪 (あく)所 (しょ)に引 (ひ)きずり落 (おと)す。［「延命十句観音経霊験記」から］

３２．只 (ただ)肝 (かん)心 (じん)の処 (ところ)は行 (ぎょう)者 (じゃ)勇 (ゆ)猛 (みょう)の志 (こころざし)をはげまし、直 (じき)に進 (すす)んで退 (しりぞ)かず、カ (か)地 (じ)一 (いっ)下 (か)の歓 (かん)喜 (ぎ)を得 (え)ざらん限 (かぎ)りは、必 (ひつ)定 (じょう)決 (けつ)定 (じょう)怠 (たい)惰 (だ)の心 (こころ)を生 (しょう)ずまじきぞと覚 (かく)悟 (ご)し玉 (たま)う他 (ほか)、別 (べつ)の子 (し)細 (さい)候 (そうら)わず。［「藪柑子」から］

○「夜 (や)船 (せん)閑 (かん)話 (な)序 (じょ)」（1757年）
１．気 (き)虚 (きょ)労 (ろう)役 (えき)等 (とう)の諸 (しょ)症 (しょう)、底 (そこ)を払 (はらっ)て平 (へい)癒 (ゆ)せずんば、老 (ろう)僧 (そう)が頭 (こうべ)を切 (き)り将 (も)ち去 (さ)れ。… 功 (こう)の遅 (ち)速 (そく)は、進 (しん)修 (しゅ)の精 (せい)麁 (そ)に依 (よ)るといえども、大 (たい)半 (はん)皆 (みな)全 (ぜん)快 (かい)す。… 精 (せい)修 (しゅ)怠 (おこた)らざる者 (もの)大 (おお)凡 (よそ)三 (さん)年 (ねん)、心 (しん)身 (しん)次 (し)第 (だい)に健 (けん)康 (こう)に、気 (き)力 (りょく)次 (し)第 (だい)に勇 (ゆう)壮 (そう)なることを覚 (おぼ)う。（87頁）

２． 今 (こん)歳 (さい)古 (こ)稀 (き)に越 (こ)えたりと云 (い)えども、… 身 (しん)心 (しん)健 (けん)康 (こう)、気 (き)力 (りょく)は次 (し)第 (だい)に二 (に)三 (さん)十 (じゅっ)歳 (さい)の時 (とき)には遥 (はる)かに勝 (ま)されり。（92頁）

○「夜 (や)船 (せん)閑 (かん)話 (な)」（1757年）
３．至 (し)人 (じん)は常 (つね)に心 (しん)気 (き)をして常 (つね)に下 (した)に充 (みた)しむ。… 庸 (よう)流 (る)は常 (つね)に心 (しん)気 (き)をして上 (うえ)に恣 (ほしいまま)にす。上 (うえ)に恣 (ほしいまま)にする則 (とき)は、…五 (ご)官 (かん)縮 (ちぢ)まり疲 (つか)れ、六 (ろく)親 (しん)［根 (こん)］苦 (くる)しみ恨 (うら)む。（116頁）　　庸流：普通の凡庸な人々。　五官・六根：眼耳鼻舌身が五根（五官）。意を加えると六根。

４．漆 (しつ)園 (えん)曰 (いわ)く、真 (しん)人 (じん)の息 (いき)は是 (これ)を息 (そく)するに踵 (くびす)を以 (もっ)てし、衆 (しゅう)人 (じん)の息 (いき)は是 (これ)を息 (そく)するに喉 (のど)を以 (もっ)てす。… 須 (すべか)らく知 (し)るべし、元 (げん)気 (き)をして常 (つね)に下 (した)に充 (みた)しむ。是 (これ)生 (せい)を養 (やしな)うの枢 (すう)要 (よう)なることを。（117頁）　　漆園：荘子のこと。

５．若 (も)し心 (しん)炎 (えん)意 (い)火 (か)を収 (おさ)めて丹 (たん)田 (でん)及 (およ)び足 (そく)心 (しん)の間 (あいだ)におかば、胸 (きょう)膈 (かく)自 (じ)然 (ねん)に清 (せい)涼 (りょう)にして一 (いっ)点 (てん)の計 (け)較 (きょう)思 (し)想 (そう)なく、一 (いっ)滴 (てき)の 識 (しき)浪 (ろう)情 (じょう)波 (は)なけん。是 (こ)れ真 (しん)観 (かん)清 (しょう)浄 (じょう)観 (かん)なり。云 (い)う事 (こと)なかれ、しばらく禅 (ぜん)観 (かん)を抛 (ほう)下 (げ)せんと。仏 (ぶつ)の言 (のたま)わく、心 (しん)を足 (そく)心 (しん)におさめて、能 (よ)く百 (ひゃく)一 (いち)の病 (やまい)を治 (ち)すと。（131頁）

６．心 (しん)火 (か)を降 (こう)下 (げ)して丹 (たん)田 (でん)及 (およ)び足 (そく)心 (しん)に収 (おさむ)るを以 (もっ)て至 (し)要 (よう)とす。但 (ただ)病 (やまい)を治 (ち)するのみにあらず、大 (おおい)に禅 (ぜん)観 (かん)を助 (たす)く。… 浄 (じょう)曰 (いわ)く、「元 (げん)子 (す)、坐 (ざ)禅 (ぜん)の時 (とき)、心 (しん)を左 (ひだり)の掌 (たなごころ)の上 (うえ)におくべし」と。（133頁）　　元子：道元禅師のこと。「浄」は道元の師匠の如浄禅師。

７．白 (はく)雲 (うん)和 (お)尚 (しょう)曰 (いわ)く、「我 (われ)つねに心 (しん)をして腔 (こう)子 (し)の中 (なか)に充 (みた)しむ。徒 (と)を匡 (ただ)し、衆 (しゅう)を領 (りょう)し、賓 (ひん)を接 (せっ)し、機 (き)に応 (おう)じ、及 (およ)び小 (しょう)参 (さん)普 (ふ)説 (せつ)、七 (しち)縦 (じゅう)八 (はち)横 (おう)の間 (かん)において、是 (これ)を用 (もち)いてつくることなし。老 (ろう)来 (らい)殊 (こと)に利 (り)益 (やく)多 (おお)きことを覚 (おぼ)う」と。寔 (まこと)に貴 (たっと)ぶべし。（135頁）

８．元 (げん)気 (き)をして一 (いっ)身 (しん)の中 (なか)に充 (じゅう)塞 (そく)せしめ、三 (さん)百 (びゃく)六 (ろく)十 (じゅう)の骨 (こっ)節 (せつ)、八 (はち)万 (まん)四 (し)千 (せん)の毛 (もう)竅 (きょう)、一 (いち)毫 (ごう)髪 (はつ)ばかりも欠 (かん)缼 (けつ)の処 (ところ)なからしめんことを要 (よう)す。是 (これ)生 (せい)を養 (やしな)う至 (し)要 (よう)なることを知 (し)るべし。（136頁）　　　毛竅：毛穴。　　毫髪：髪の毛。ほんのわずか。

９．只 (ただ)要 (よう)す、尋常 (よのつね)言 (げん)語 (ご)を省 (しょう)略 (りゃく)して、汝 (なんじ)の元 (げん)気 (き)を長 (ちょう)養 (よう)せんことを。（139頁）

１０．我 (われ)今 (いま)既 (すで)に公 (こう)に告 (つぐ)るに一 (いっ)生 (しょう)用 (もち)い尽 (つく)さざる底 (てい)の秘 (ひ)訣 (けつ)を以 (もっ)てす。（146頁）
